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別府地球物理研究所閉所式に於ける謝貸手*

(深設地震存在の提唱〉

理事博士 志 同 )眠

明治39年(1906年)1月21日強震あり。其震域極めて庚くして殆んど本州全土に及び，震

波遠く俸はりて全世界の微動計に著名なる記録を印象したり。大森教授其震掠を房綿牟島

の南東約70里の洋中にありとなし，近畿地方の其地震記象に特異貼あることを指摘して之

を震災諜防調査舎の敵丈報告中に論述し，笠1907年濁園グッチングン大準の教授クヰーへ

Jレト氏が其門弟と共に地震波に闘する有名なる長論文の初編を護表するや，震波の反射及

屈折を明確に記録せる適例なりとして其地球物理準教室の地震記象在附固に掲けて撃者の

注意を惹き，高園地震撃協舎は世界各地の地震計記録を蒐集して震波到達の時差ぞ吟味し

其震源の小笠原島西方洋中にあるべきことを論速したる特別報丈を護表したり。予この時

未1ご多く地震撃を知らす手。明治42年招かれて京都に轄じ上賀茂地壊観測所在聞きて地震観

測を始め，主として物理事的見地に立ちて地震問題の研究に従事するの機を得たり。然れ

*此の謝詩h1決して月並の挨拶ではな v、。否な賀 11，営時未t~何人も考へ及I!なかっ1:所調深

夜地震の究在た突き止め，其の初動分布及地震平野在図示して民党!こ供し地殺重苦勤の機構に闘寸

忠重要なー示唆1lõ' ~i耳へ 1:獅セ巧Lで，言\1 "一大卓見のアプストラグト後表であっ1:。業際印刷に

附して，席!こ連つれ来安全部lこ削られ1:のて:¥1あったが，然し論文の形として特別に率界へ雪道表

11されてないので，蕊!こ之た車専I院する。我「地球物理」巻頭の論文として最も;歯切なものと信ず

5。のみならず，謝辞中に11勿論別府研究所の成立に至ろ経過f自主存在叙し其の苦心た逃ぺてある

から，別府研究所報告の冒頭副としても亦絞〈可からさるものである。
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どもそのとき物理事教室蔵する所の文献中地震撃に闘係するもの震災諜防調査曾報告を除

きて始んど無きlf近く，従って先づ繕くことを得たるもの主として其中に記述せる本邦先

進諸氏の報交あるのみ。漁ること敷月，中に前記大森教授のー論文あり。熟読之を久しう

すれども迭に其論断に服すること能は歩。蓋し雷時の本邦撃者，震波の観測地軸に先づ到蓮

するもの必今や縦波なるべくして之を大観すれば其初動は震源に向ひて引かるるか，若く

は震源より押さるるかの二迭を出づること無かるべきの理を閑却して顧みる所なし主と

して初期微動催績待聞の長短によりて震央の位置を求むるを常としたるが放に，時に震源

の推断イ伝説り，本地震の場合に於ても東京大皐じた地震記象は其初動の方向南東に向はすし

て明かに南西を指し，其震源伊豆の南西洋中にあることを語るのみならす近畿地方の断片

的記録も亦能く之と相調和することを見ると共に，泰西の事者既に震波を論すること稿詳

密なるに拘らi"未だ其震源に於ける護震航況を考慮せるものなし左右前後を遁じて均等

なる波形の俸婚する軍純なる波動として之を取扱へども，本震初動の方向閥東方面は震源

に向ひて引かれ近畿方面は逆に震源より押さるるの事貫卸ち震源に於ける破壊の様式其中

に現はるるものなりと解すべきを思ひ，地震研究の重要なる一部門新に悲に聞かるべきそ

知り得fこるが故なり。然れ共嘗時圏内地震観測地黙の配置向ほ未だ全からぎりしが矯めに

論断の資料を得るに苦しむこと 7年，大正6年4月数個の断片的資料ぞ提け始めて東京教

皐物理皐舎の年舎に公表し，翌5月静岡野、下の激震に遭ひて所論の誤らざるそ知り， 11月

其様式ぞ模して，天費を仰ぐの策金得fこり。

入門の嘗初別に思を致せる重要問題あり。本邦各地に於ける本震設震時妥IJを精察するに

時差極めて少きのみなら-r，高園地震撃協舎の報文によるに震波の世界各地に到達せる時

刻は慨して常例よりも10数秒時間早く其震掠の極めて深きを推察せざるべからぎる事賓あ

ること之なり。由来人永〈震源の深さを推断する資料を知らすち曾て其極めて浅きを思ひ

たる時代あわ。研究漸く準むに従ひて寧ろ震諒の浅からざるもの多く時に 30里に濯する

ことを知るに到りたれども，別に重力の分布と鉛直線の偏差とに立脚したる地殻均衡論あ

り，水陸山河の分布地上見る所の如くなりと雄ども其荷重の不均衡は深さ約 120粁にして

消失すること，多く皐者の信する所にして，更に之により深き所に地殻破壊の掠困あること

そ思はんと欲すれば別に地震の且困を求めて地球内部の構造論を新にせざるべからざるの

放を以て，他日再び有力なる資料を見出し得るの時あるべきを期して今に到れり。爾*星
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(深後地震存在の提明)別府地球物理研究所開所式に於げる謝首長

霜十有七年，其間四五の同類地震ぞ観測し得たりと雄ども，其震源或は洋中に偏在し或は小

震にして他の観測所の記録する所とならざるを憾としたり。偶今夏 7月27日開西地方小震

あり。新紙或は其震源日向灘にありと俸へ或は能登の西方日本海中にありと報じて統ーを

快色気象要寛叉各地の観測資料を蒐めて熊野灘に震源ありとなす。予其時本所にあり。

私かに其震源の極めて深き種類に属して正に永〈求むる所のものなるべきを思ひ，鯖り

て上賀茂地事観測所の記録ぞ検して震央琵琶湖を距ること遠からす震源深さ約 260粁(約

65里〉に在るぞ知れり。乃ち本所員講師佐々憲三に嘱するに各地の観測所に就きて親しく

地震記象を検し初動の方向を調査しよって以て震源位置の推定をなさんことを以てす。講'
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師蹄りて報告する所圃して階上の一室に在り(附圃参照〉。今や地震の震源時に深さ 300粁
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にj丘きものあること叉疑ふベカ、ら?。人骨て深さ約 150粁にして地殻均衡の境に入ると設

き，頃ろ其深さ 120粁に近しとなす。之れ賓に本地震並に此の種地震の震源の深3の牟に

過ぎ歩。予闘より徒に疑を地殻均衡論に挟まんとするものにあら今と雌も，其説果して遁

漏なしとせば此種地震の異国別に之を求めざるべから歩。近来賓験的研究の方法著しく準

み，高座力に於ける物質の性航梢明かならんとす。人2高気座にして各種の円石既に流動

性伝機び急激なる破壊却ち地震の起り難きを説くものあり。地殻の内部其摩力極めて強く

深さ 60粁にして既に 2高気歴に謹す。而して本類地震の震源深さ 300粁に近く，塵力 10
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詩集匪に蓮すべ、し。卸ち物質の性朕10高気塵にして向(;:t念激に破壊するものありと告ぐる

にあらすや。一閥解けて百問新に往来し議すべきもの極めて多し。然れども今詳に之ぞ論

今るの時にあらす。唯一事其要を述ぶることを得んか。佐々講師圃示する所，此種地震の

震源五，六濃尾地震地帯の西を南東より西北に配到して略一線をなし，斜に本1"'Pを横断し

深層地震分布園
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て明治39年1月の強震叉此線中にあり。本州中部地表現はるるところの一大地質構造線あ

り。富士火山脈に沿うて之に卒行し，叉東南より西北に走りて本州を横断すること人の知

るところなり。本州中部地幾多く，濃尾の大震，関東の大災f~jほ忘るべから歩。富士火山

脈蛮に本州ぞ貫くコ予思ふに本州中部の直下深さ 300粁に近くして常に徐ろに進行する一

大地受あり，火山地震の深困此所に費す。是故に開東大震に先つこと 17年，明治39年の強

震先づ深き所に起れり。且因既に深し。地盤一朝にして息むべからす。闘束重ねて大捜あ

るの前，強震先づ深きとニろに費すること明治39年の如くならん。予重ねて忠ふ。之官に

本州中部のみなら歩東海の地幾皆この深きところに呉国あり。予更に重ねて思ふ。地殻の

構造深さ 300粁に近くして一階段をなし，世界の火山，地震其他の地盤皆この深き所に且
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別府地球物理ー研究所関所式に於げる謝続 (深E草地震存在の挺n月J

因ありと。

大正6年11月岡崎氏の奨事資金に基きて新に地球物理事講座を聞くの議容るるところと

なり，翌年2月火山・漉泉・地熱に闘する特殊研究の場所を求めて此地に遊ぶ。 1日雲に曾

うて客舎にあり。偶々町長武田氏の訪を受けて談研究所のことに及ぶ。 9年12月再び来り

て武田氏と舎し，更に新妻知事を訪うて始めて本所のことぞ計る。 11年春議決し，夏7月

14日地を此所に相して地鎮祭を行ひ， 12年12月工成り， 13年1月26日 皇太子殿下御成婚

の日ぞ以て事務を開始す。敷地 1高5千坪，別府町の提供するところに係払建物延坪数

480儲坪，内153坪は大分県草， 216坪は別府町の市附に扇す。工事設備に費すこと合計約

20高固なり。爾来準備調査と研究とに日を重ねて既に 2年有牟，前後遁じて勝に10年に近

からんとして今始めて閉所の式を拳けんことを申請し得たるもの，嘗路先進並l二同僚諸兄

の指導と好意とに侠ち主として地方諸賢の有力なる後援に頼る。式に臨みて謝するの酔を

知らす。乃ち諸員と共に新に得たるところの卑見を陳べて之に代へ，準備調査と研究との

業蹟を所内に陳列したり。微力時に寝食を忘れて命ほ足らざるもの多し。閣下来賓諸賢と

共に所内を巡りて之を険し更に指導と援助とを賜らばすなはち幸なり。

大正15年10月28日
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